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【方法】株式会社日本医療データセンターの有するレセプトデータ等のうち、2005 年 1 月
1 日から 2011 年 12 月 31 日までのレセプトデータおよび、健康保険組合が有する保険資格
情報・世帯情報を元に、上記の期間に妊娠期間が納まる正期産妊婦 15,115 名（平均年齢 31.5	 
±	 4.4歳：17.1-50.1歳）および出生後1年の間に付与された傷病名の評価が可能な児24,708
名（男児 12818 名、女児 11890 名）を同定した。その上で、各妊娠期間（初期・中期・後
期 36 週まで）の医薬品処方および産後一年間に付与された児の先天奇形に関する傷病名を
抽出・集計した。医薬品の集計には WHO-ATC 分類を使用した。傷病名の集計には ICD-10 分
類を使用し、国際先天異常調査研究機構において集計されている先天奇形に関する傷病名
（疑い病名は除く）の 10,000 名当たりの人数を算出した。	 	 








裂（12.1 名/万）、口唇裂のない口蓋裂（8.5 名/万）、二分脊椎症（6.9 名/万）の順であ
った。	 	 
【結論】本研究の結果、レセプトデータに基づく妊娠中の医薬品使用と児の先天奇形との
関連に関する検討の実施可能性が明らかとなった。	 
	 
	 	 
